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八九時ク！

吉井町おひなさま

璃福岡市博物館
とき　3月27日（金）

午前8時30分役場出発

料金　博物館入場料150円

弁当代　　　　630円

定員135人（町内在住の方のみ）

申し込み多数の場合は抽選

応募方法　往復はがきに次の①、

②を記入し申し込んでください。

（1枚で2人まで申し込めます）

①往信はがき　応募者全員の住

所・氏名・年齢・電話番号・性

別・弁当の要・不要

（D返信はがき（当落結果の連

絡用）代表者の住所・氏名

締切　3月18日（水）必着

応募先および問い合わせ先

〒811－4392遠賀町大字今古賀

513教育委員会社会教育課

℡（293）1234　内線357

図

▼ ��心〇・誌鐙！ とき3月28日（土） 

化 
午後2時開演 � 

ところ　遠費町中央公民館ホール 

入場整理券　200円（4歳以上） 

3月16日（月）から社会教育課で発 

l �† �売します。（先着500名） 
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あなたの健康
国保であんしん
●国保iこ棚入する日・やめる日
…………………………　届け出は14日以内iこ

加入する日　　　　　　国保をやめる日

①他の市区町村から転入　①他の市区町村へ転出した
した日　　　　　　　　　　日、またはその翌日

②職場の健康保険などを　②職場の健康保険などへ加入
やめた日の翌日　　　　　　した日の翌日

③出社した日　　　　　（①死亡した日の翌日
④生活保護を受けなく　④勘舌保護を受けはじめた日

なった日

●加入は世帯ごとに
一人ひとりが被保険者でも、国保へは世帯ごとに加

入します。加入の届け出は世帯主がまとめて行い、一
世帯に一枚の保険証が交付されます。
●外国人の方も国保に加入できます

今お持ちの国民健康保険被保険者証は、3

月31日で有効期限が切れます。新しい保険証

を次のとおり交付します。

●とき　3月23日（月）～27日（金）午前9時

から午後4時まで

●ところ　役場玄関ホール

●掠ってくるもの　保険証（桃色）と印鑑

※遠隔地の学生なと家族とは別に促検証をお

持ちの人は、申請書（住民課国保年金係にあ

ります）に学生証の写

し、または在学証明書

を添付し、印鑑を持参

の上、国保年金係で手

続きをしてください。

問い合わせ
住民課国保年金係

季候隅を長い間滞紺ると・・・
保険税を納めないでいると、国保の運営が危機に　　聞保険税を滞納し、納付相談などにも応じない世帯

陥ってしまわないとも限りません。　　　　　　　　　には、やむを得ず次のような括繭をとることがあり
災害等、政令で定めた特別の事業がないのに、長い　　ます。

欝 �0薄い蒜こ 
0覇止め霊 � 

●納税通知書
（または保険証）

保険税を納め忘れてしまわないために便利な口座振替を”◆ぺ！慢舘璧
●通帳に使っている印かん
※くわしくは税勝課の窓iはて、

お気韓におI机、合わせください

〆‾

ぜひご利用ください。わざわざ納めに行く手問が省け、

手続きも簡単、納付期限も気にしなくて済みます。



医療費は今後も増えつづげでいくことが予想

されます。しかし、わたしたちのちょっとした

心かけでその上昇を止めることもできるのです。

12億1千万 

9億7千万 � 

億1千万 � � 

平成1　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8（年）

（1．846人） 85万 

77万 

69万　　　（l・560人） 

63万 （1．285人） �（1．399人） � 

（939人） 26万 ●一一 1万 （3058人〉 �（1、030人）（1・025人） ●＿一一一一一一一一㌢手一一一 　29万 �（911人〉 一●＿30万 
‾　　　‾－● 

（衣，（藍） �18万 （2993人） 

6億

4億

2億

0

し医療費を有効に使いましょう】 
医療費が増えるおもな理由 

上　人口構造の高齢化 �3．慢性疾患患者の増加 

∴「：∴∴∴言∴・∴† の人口が増えていますo　熊額鶏 �な繁難覿駁製　　ノ′i 

2・医学、医療技術の進歩　　雨 �4．お医者さんのかかり方 
医療の進歩、高度化に卦〇〇一 増えていますo　圏選＼．I �方も原因の一つです。∴1倍－、’＼滅 

上手なお医者　さ　んのかか　り　かた 

4．諾笠番 � 

国

8
年
間
で
2
倍

お
年
寄
り
の
医
療
費
は
毎
年
増
え
つ
づ
げ
で
い
ま
す
。

平
成
に
な
っ
て
か
ら
の
八
年
間
で
約
二
倍
、
昨
年
度
と

比
べ
て
も
総
医
療
費
で
約
十
五
％
、
年
間
一
人
当
た
り

医
療
費
で
約
九
％
も
伸
び
て
い
ま
す
。

皆
様
に
、
是
非
医
療
費
の

削
減
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
は
、
年
平
均
受
給
者
数

制
服
伯
犯
鴨
場
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よ
り
宴
会
に
、
そ
し
て
快
適
に
使
用

で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
す
る

宝
く
じ
助
成
事
業
で
ス
ポ
ー
ツ
ト

ラ
ク
タ
ー
を
購
入

ク
ラ
ウ
ン
ト
の
デ
コ
ボ
コ
で
つ
ま
ず
き
、
ケ
ガ
を
す
る
　
－
　
こ

ん
な
事
故
を
減
ら
そ
う
と
町
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
用
の
ス
ポ
ー

ツ
ト
ラ
ク
タ
ー
を
購
入
し
ま
し
た
。
二
万
六
十
平
方
メ
ー
ト
ル
の

多
目
的
グ
ラ
ウ
シ
ト
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
施
設
か
ら
な
る
約

年
四
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
総
合
運
動
公
園
等
を
い
つ
も
快
適
に
、

そ
し
て
安
心
し
て
皆
さ
ん
に
使
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
活
躍
が

期
待
で
き
る
逸
品
で
す
。
こ
の
ト
ラ
ク
タ
ー
は
宝
く
じ
助
成
事
業

の
補
助
を
受
け
て
購
入
し
た
も
の
で
、
富
く
じ
の
売
上
げ
が
、
こ

ん
な
と
こ
ろ
で
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

謹
、一一一　　　　　＿，　　）

楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
体
験

初
心
者
対
象
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
開
講

2
月
6
日
に
違
算
南
中
幸
枝
で
、
町
内
に
住
む
2
0
披
以
上
の

人
を
対
象
と
し
た
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
ワ
ー
プ
ロ
入
門
コ
ー
ス
）

の
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
講
者
の
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら

約
．
か
月
間
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
一
太
郎
」
を
使
っ
た
、
鞠

単
な
基
本
操
作
や
文
章
作
成
の
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。
－
か

月
後
の
閉
講
式
の
時
に
は
、
ず
い
ぶ
ん
と
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
上

達
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
）

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
F
．
C
．
A
I
M
O
o
N

九
州
大
会
で
ベ
ス
ト
8

遠

賀

・

中

間

シ

ユ

ニ

ア

ユ

ー

ス

　

サ

ッ

カ

ー

ク

ラ

ブ

　

F

C
 
A
I
M
O
O
N
が
昨
年
の
日
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
人
戦
、
県

大
会
で
上
位
人
質
し
、
九
州
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
九
州
大
会

で
は
見
事
へ
ス
ト
8
に
撒
き
ま
し
た
。
現
在
部
員
の
皆
さ
ん
は
、

合
同
大
会
の
出
場
権
を
か
ち
と
る
た
め
猛
練
習
中
た
と
い
、
つ
こ
と

で
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
同
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
は
、
現
在
離
日
の
暮
集
を
行
っ

て
い
る
と
い
、
つ
こ
と
で
す
〕
希
望
者
は
棟
間
裕
冶
さ
ん
　
℡
　
（
2

4
4
）
　
9
2
0
8
　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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健康マラソン大会

2月15日に総合運動公園周辺道路で、健康マラソン大会が行

われました。参加者の皆さんは、寒空の中元気にひた走り、全

員が完走しました。お疲れさまでした。

（結果は次の通り　○印は順位・敬称略）

勧鶉駆漂マ享ソン表書 昭言合∴∴鱗‖曙 ＼i∴ ：∴ ��／1、／／ノ／／／ ＼謡適量漢音 

∵信：∴　　十　　　　　°〇〇°易”〇°” 

1 �‖∴∴¢∴言 訴／’、； �　’・㌧／ 売∴∴売主∴∴一∴ 

覇開聞艶艶 �� 
課ダニ）～＼＼ 

〔男子の部〕

▽小学1年①古家央雪②中野貸也③木下絃海▽同2年（D斉藤享良②松本圭介③赤司涼平▽同3年①重本数太（D桜木亮太③松山面

樹▽同4年①松井翼②仲宏一郎③高時匡平▽同5年（D薄井貸史②白石雅之③財前寅男▽同6年①全土宏輔②横田高大③中西部裕

▽中学1年①中野一樹②吉岡健▽同2・3年①今土俵（②斉藤充良③加治原亮▽一般30歳未満（D菊水俊賢②有言生三③東房三善彦

▽40歳未満①中野義幸（動、川恵一③杉本千栄裕▽40歳以上①松井進太郎▽45歳以上①高橋英則（D三上大人

〔女子の部〕

▽小学1年①松井翔子②横田智子③大場干博▽同2年①和田智恵美（D束内奈美子（D木嶋佑実▽同3年①平田好②庸固有希子③小

字根直美▽同4年（D和田百合奈（D旗生知恵（D高崎亜弓▽同5年（D喜入瑞央②遠藤さゆり▽同6年①金澤典子②篠崎由梨▽中学1

年①松本亜子▽一般35歳未満（D河原清子（D門司京子③添田由香▽35歳以上①古家美津江（動桑野久代③平田弘美▽50歳以上①阿部

知子

新　　筋　　と　　石　　辛 �俳 句 �違　一　　極並　　い　中　　ソ　そ　　て　子 �短 歌 会 ん が 複 歌 会 総 軍 � �俳 
年　　ひ　　の　　室　　夷 ��用　晦　　ま　木　　ず　困　　り　れ　　お　の 
へ　　舟　　路　　の　　の ��日　を　　る　路　　れ　の　　lぞ　　せ　嫌 
秒　ふ　も　空　芽 読　れ　河　ろ　力 ��記躊　をの　が上　きれ　ちう を躇　愛山　率を　らの　の人 

の　　あ　　口　　に　　た �遵 �買　た　　で　茶　　い　方　　め　病　　色　参 ���短句 歌 
声　　う　　の　　寒　　め �具 �い　れ　　つ　花　　る　向　　く　を　　ど　な 

橙　　て　　兄　　の　　を �俳 �ぬ　ど　　つ　の　　や　変　　小括　　り　れ 
を　　鴫　　え　　日　　る　池 �奏 �速　　歩紅　　一　え　　児　ち　　と　ど河 

村行行　る　加　で　末射芳息田 �勺 �ー　　わ　太　く　鮮大　羽　る　上病　で　申　な　梅中 
岡　く　定北藤策∴永　し　野づ �会 �田　　ず唱　　や　場　も　鳩野棟　年　野す　型 

風　　き　キ　潤　　か幸 �抄 �に　　　　かト　乱　の　　　　を　す　　に　競 
昇　　光　に　栄　か　ミ　め　宏　い利 � �房　　十房　　咲　シ　れ　詳淑　　越　え　　板書 
蔵　　代　　子　な　板　　子　　選 � �子　　年江　　き　ミ　ず　れ子　　す　の　　き　選 

「ヽ

ち
つ
ち
や
な
胸
は
希
望
で
い
っ
ぱ
い

新
一
年
生
一
日
体
験
入
学

今
春
、
町
内
の
小
学
校
に
入
学
予
定
の
丁
と
も
た
ち
は
1
1
8
人
　
（
2
月
1
日

現在）。そ
の
チ
ビ
も
た
ち
に
、
少
し
で
も
学
校
の
雰
囲
気
に
慣
れ
て
も
ら
え
げ
と

各
小
学
校
で
新
．
年
生
一
日
体
験
入
学
が
あ
り
ま
し
た
。
写
真
は
2
月
2
6
日

に
行
わ
れ
た
島
門
小
学
校
で
の
．
コ
マ
。
手
と
も
た
ち
は
小
さ
な
胸
を
期
待

で
い
っ
ぱ
い
に
ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
、
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
の
授
業
風
景

や
学
校
内
の
施
設
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
4
月
8
日
の
入
学
式
が
待
ち
遠
し

い
で
す
ね
。



編集

遠賀町民学習ネットワーク事業
運営委員会

〒811－43遠賀町大字今古賀513番地

中央公民館内℡093（293）1355

生涯学習は

自己の向上の一里塚

二＿－藷醒
楽しい学習－いきいきふれあい学校（平成9年度）

！∴

1、学習項目重複申し込み状況

三言く �男 �女 �計 
4 � �l �l 

3 �l �3 �4 

2 �8 �18 �26 

1 �18 �95 �113 

計 �27 �117 �144 

2、年齢別申し込み状況

二言く �男 �女 �計 
20斑代 � �4 �4 

30歳代 � �17 �17 

40歳代 �3 �17 �20 

50歳代 �3 �31 �34 

60歳代 �16 �34 �50 

70歳代 �4 �12 �16 

80歳代 �l �2 �3 

計 �27 �117 �144 

「
い
ま
を
よ
り
よ
く
生
き
る
」
た
め
に

（PI態
町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

学
級
」
　
非
常
に

多
く
の
参
加
希
望

町
民
の
み
な
さ
ん
が
、
気
軽
に
そ
し
て

楽
し
く
「
豊
か
な
生
き
が
い
づ
く
り
」
を

始
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ
の
キ
ノ
カ

ケ
作
り
と
し
て
、
前
号
　
（
二
十
三
号
）
　
で

『
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
』
　
に
参
加
し

ま
せ
ん
が
と
、
学
級
開
設
の
ご
案
内
と
、

参
加
希
望
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
こ
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
参
加
希
望
調
査
に
、
昨
年

と
比
較
し
て
、
多
人
数
の
方
々
か
ら
「
い

き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
」
に
参
加
し
た
い

と
、
申
し
出
が
あ
り
、
驚
く
と
と
も
に
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

表
1
は
、
学
習
重
複
申
し
込
み
状
況
で

す
。
二
学
習
項
目
以
上
の
申
し
込
み
の
方

三
十
一
名
。
何
か
を
し
た
い
気
力
が
感
じ

ら
れ
ま
す
し
心
強
く
思
い
ま
し
た
。
申
込

み
者
が
全
体
で
百
四
十
四
名
、
男
子
二
十

七
名
女
性
が
百
十
七
名
と
い
う
の
が
分
か

り
ま
す
。

表
2
は
年
齢
別
申
し
込
み
状
況
で
す
。

女
性
は
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
申
し
込
み
で

四
十
代
以
下
が
二
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
も
あ

る
の
は
粗
い
が
け
な
い
こ
と
で
し
た
。

男
性
は
全
体
の
申
し
込
み
の
十
九
パ
ー

セ
ン
ト
で
女
性
と
比
べ
て
少
な
く
と
思
い

ま
す
し
、
六
十
代
の
男
性
が
男
性
の
六
十

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
ど
う

解
釈
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

生
涯
学
習
は
自
己
の
向
上
と
生
活
の
向

上
を
目
指
す
学
習
で
人
間
に
と
っ
て
最
も

基
本
的
な
営
み
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
蓑
1
・
表
2
を
み
て
町
民
の
み
な
さ

ま
が
如
何
に
生
き
が
い
を
求
め
ら
れ
て
い

る
か
を
思
い
、
町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
の
使
命
も
こ
こ
に
あ
る
と
思
い
ま

す。
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1）指導項目と男女申し込み敦

N）． �指　導　項∴日 �男 �女 �計 

l �お　菓　子　作　り � �12 �12 

2 �箱　　　　付　　　　け � �24 �24 

3 �編　　　　み　　　　物 � �7 �7 

4 �ア　ー　ト　フ　ラ　ワ　ー �1 �5 �6 

5 �趣　味　の　園　芸 �2 �3 �5 

6 �盆　　　　　　　　　栽 �？ � �2 

7 �庭　木　の　手　入　れ �4 � �4 

8 �伝　　統　　俳　　句 �I � �l 

9 �簿　　　　　　　　　記 � �2 �り 

10 �毛　箪∴胃∴宰　か　な �2 �6 �8 

11 �〃∴∴∴∴漢　字 �1 �7 �8 

12 �ペ　　ン　　習∴∴写 �1 �15 �16 

13 �華　　　　　　　　　道 � �11 �ll 

14 �日　　　　　　　　　舞 � �1 �1 

15 �民　　　　　　　　　話 �？ �1 �3 

16 �民　謡　と　‾三　味　線 �1 �3 �」 

17 �カ　　　ラ　　　オ　　　ケ �7 �20 �27 

18 �祉∴交∴ダ　ン　ス �4 �i3 �17 

19 �竹　　　　細　　　i �3 � �3 

20 �細　　工　i　ム � �∴† �） 

21 �日　本　力　鑑　定 �i � �1 

22 �郷　　土　　庸二　∴i吏 �2 �2 �4 

23 �T　　　　　ニ　　　　　ス �3 �8 �11 

合　　　。亨i ��37 �144 �181 

2）10名以上の申し込み指導項目

カラオケ‥・27名　　　ペン習字…16名　　　テニス　…目名

着付け・・・24名∴∴∴葉子作り・・12名

ダンス　‥・17名∴∴∴華道　・11名

「ヽ

さ
て
、
衣
3
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と

分
か
る
よ
う
に
多
く
の
人
々
か
ら
多
く
の

字
習
親
日
に
わ
か
れ
て
希
望
が
た
さ
れ
ま

した。当
初
、
遠
賀
町
内
で
十
色
揃
え
ば
　
「
い

き
い
き
ふ
れ
あ
い
掌
紋
」
を
開
設
い
た
し

ま
す
、
と
広
報
お
ん
が
に
記
載
し
て
い
ま

した。と
こ
ろ
が
、
表
3
の
2
に
あ
り
ま
す
よ

う
に
上
名
以
上
参
加
希
望
の
学
習
項
目
が

己
宰
習
項
目
に
な
り
本
当
は
び
っ
く
り
し

て
い
る
の
が
実
博
で
す
。

約
束
は
実
行
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

が
予
算
・
会
場
・
指
導
者
等
々
の
間
題
が

あ
り
、
L
頭
目
．
度
に
同
月
か
ら
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
．

運
営
委
員
会
に
て
諸
事
胎
ま
た
諸
資
料

を
肋
察
し
で
順
次
に
開
設
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た

早
速
闘
赦
し
ま
す
の
が
左
記
の
も
の
で

「
華
道
」
学
級

開
級
の
H
時
　
間
川
上
L
H
　
（
金
）

〃
　
場
所
　
中
央
公
民
館
　
調
郎
室

掌
禅
の
時
間
　
毎
月
第
一
・
三
金
曜
日

牛
面
上
時
か
ら
正
午
ま
で

聞
級
の
‖
　
　
九
月
間
H

「
カ
ラ
オ
ケ
」
学
級

間
級
の
日
時
　
五
月
十
一
H
　
（
火
）

〃
∴
場
所
　
中
央
公
民
館
　
大
ホ
ー
ル

撃
習
の
時
間
　
毎
月
第
二
・
囲
大
鵬
出

生
後
一
時
か
ら
牛
後
囲
時

ま
で

胡
散
の
H
　
　
九
月
一
－
一
日

次
に
、
着
付
け
・
社
交
ダ
ン
ス
・

ペ
ン
習
字
・
菓
子
つ
く
り
に
つ
い
て

は
準
備
が
出
来
次
第
「
い
き
い
き
ふ

れ
あ
い
学
級
」
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

テ
ニ
ス
希
望
の
方
々
に
は
、
違
算
町
体

育
振
輿
係
が
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
の
中
で

実
施
し
ま
す
の
で
面
皮
募
集
に
応
募
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
し
　
時
期
は
九
月
頃
で
す
（

ま
た
、
：
字
級
が
細
成
で
き
な
か
っ
た

他
の
学
習
項
目
を
希
望
さ
れ
た
み
な
さ
ん

へ
は
、
す
で
に
町
内
で
活
動
の
グ
ル
ー
プ

な
と
を
紹
介
し
ま
し
た
一
）

「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
享
級
」
は
、
上
山

の
中
央
公
良
飾
講
座
と
し
て
、
中
火
公
民

館
が
必
婁
な
経
賞
を
負
担
し
て
開
く
も
の

で
、
特
に
テ
キ
ス
ト
な
と
購
入
が
必
要
な

と
き
は
、
参
加
者
で
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す



くらしの

資源保護のため

金あき缶は㊤
リサイクルへ

役場293－1234

中実包剛

属示ロビーだより

●表示僻目

水霊園

●日赤細面

3月27日（金）まで

遠賀町シルバー人材
センター会員募集中！！
☆シルバー人材センターとは？

地域の臨時的・短期的な仕事を
高年齢者に提供することによ
り、高年齢者が長年つちかって

きた経験・技術を生かし、生き
がいの充実と社会参加を促すた
めの場です。

☆会員の要件は？
町内に居住している60歳以上

（原則として）の健康で働く意

欲と体力を持たれている人

☆仕事としては7
センターが主に町内の家庭・事

業所および官公庁から発注を受
け、これらの仕事を会員の希望

にI．なじで提供し、従舞するかど

うかは会員が決めます。多くの

人の入会をお待ちしています。

●問い合わせ「遠賀町ふれあいの
里センター」シルバー華務局

℡（293）0430

野
草
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

野
も
向
も
新
芽
の
季
節
の
始
ま
り
で

す
。
小
用
の
ほ
と
り
、
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ

道
等
で
野
草
を
採
り
そ
の
一
都
を
天
ぷ

ら
等
に
し
て
食
べ
、
味
覚
で
季
節
を
感

じ
な
が
ら
の
ん
び
り
．
日
を
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
）

●
と
き
　
3
月
2
2
日
　
（
〓
）
　
年
前
9
時

受
付
、
9
時
3
0
分
出
発

●
集
合
場
所
　
ふ
れ
あ
い
広
場
　
（
浅
水

小
学
校
西
側
）

●
参
加
費
ニ
ー
証
印
（
保
険
料
を
含
む
）

●
参
加
資
格
　
と
な
た
で
も
純
輔
で

す
。
（
低
享
年
は
婁
保
護
者
）

●
持
参
晶
　
弁
当
、
水
筒
、
小
ビ
ニ
ー

ル
袋
、
ナ
イ
フ
、
タ
オ
ル
、
雨
具
（
繭

の
心
配
が
な
い
時
は
不
要
）
等

●
申
込
締
切
　
3
月
2
0
日
　
（
金
）

●
主
催
　
連
質
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

会
●
申
込
先
　
三
原
静
江
さ
ん
　
℡
　
（
2

9
3
）
　
6
1
1
4
　
ま
た
は
逮
質
コ

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
　
℡
　
（
2

9
3
）
　
6
5
2
5
　
ま
で

一
歳
半
健
康
診
蚕

が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
3
月
2
6
日
　
（
木
）
　
受
付
＝
午

後
1
時
1
0
分
～
1
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
違
費
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
平
成
8
年
1
月
か
ら
9
月
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児
　
（
1
歳
6
か
月

－
1
歳
8
か
月
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
廉
手
帳
、

健
診
莱
　
（
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
）

●
内
容
　
身
体
測
定
、
小
児
科
医
・
歯

科
優
に
よ
る
診
察
、
保
健
婦
・
栄
護

士
・
臆
科
衛
生
士
に
よ
る
健
康
和
談

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
術
中
係

日
本
育
英
会
福
間
県
支
部
で
は
、
公

私
立
嵩
等
寧
校
の
全
学
年
の
生
徒
を
対

象
に
「
扇
等
孝
校
奨
写
生
」
　
の
採
集
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
日
生
i
度
高
等

学
校
・
馬
等
専
門
孝
枝
に
進
学
予
定
の

中
学
校
3
年
生
を
対
象
に
し
た
「
予
約

奨
学
生
」
　
の
募
集
も
行
い
ま
す
。

●
出
願
期
間
・
対
象
者

◇
在
学
奨
写
生
1
－
品
校
全
享
年
　
〔
募
集

は
4
月
－
1
月
中
旬
〕

◇
予
約
奨
学
生
＝
中
学
3
年
生
　
〔
募
集

は
5
月
～
6
月
中
旬
〕

※
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
営
力
・
密
計
に

碁
唯
が
あ
り
ま
す
。

●
奨
学
金
貸
与
月
額
　
（
予
定
）

◇
公
立
高
校
　
自
宅
か
ら
通
学
＝
一
万

六
千
円
、
自
宅
外
か
ら
通
学
＝
一
万

一
千
円

◇
私
立
高
校
　
自
宅
か
ら
通
学
＝
一
万

八
千
円
、
自
宅
外
か
ら
進
学
＝
二
万

三
で
T
円

◇
高
等
専
門
学
校
　
自
宅
か
ら
通
草
＝

．
万
九
千
日
、
自
宅
外
か
ら
道
営
＝

二
万
五
有
用

●
返
還
方
法
　
餅
与
終
了
か
ら
6
か
月

後
、
所
定
の
期
間
内
に
割
賦
方
法
（
月

賦
、
半
年
駅
、
年
賦
、
月
賦
・
半
年

●
申
込
先
　
在
籍
し
て
い
る
高
等
写

校
・
中
卒
校
一
担
伍
の
先
華
）

●
問
い
合
わ
せ
　
日
本
育
英
会
福
間
螺

支
部
　
℡
0
9
2
　
（
6
4
1
）
　
1
4

1

8平
成
9
年
度
遠
賀
・

中
間
地
区
老
人
大
学

院
講
座
の
あ
ゆ
み
の

配
本
を
し
ま
す

遠
賀
・
中
間
地
区
老
人
大
草
院
講
座

の
あ
ゆ
み
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
受

講
生
の
搾
様
は
、
中
央
公
民
館
ま
で
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

県
税
移
動
窓
口
を

開
設
し
ま
す

県
税
（
自
動
車
税
、
不
動
産
取
得
税
、

個
人
事
業
税
等
）
　
を
納
付
さ
れ
て
い

な
い
人
や
螺
税
に
つ
い
て
相
談
し
た

い
人
は
、
県
税
移
動
窓
口
を
開
設
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
3
月
1
9
H
　
（
木
）
　
1
後
2
時

－
1
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
役
場
車
庫
棟
2
階

第
5
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
岩
松
県
税
事

務
所
　
納
税
課
納
税
係
　
℡
　
（
1
6

1

）

　

4

0

2

3

潰
瘍
性
大
陽
炎
・

ク
ロ
ー
ン
病
の
患

者
と
家
族
の
集
い

を
実
施
し
ま
す

●
と
き
　
3
月
2
3
日
　
（
月
）
　
牛
後
1
時

－
3
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遼
質
保
健
所

●
内
容
　
「
食
事
療
法
に
つ
い
て
」
の

講
話
や
試
食
、
情
報
交
換
な
と

●
講
師
　
北
九
州
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー

栄
嚢
士
　
小
林
清
水
さ
ん

●
瀞
金
　
無
料

●
申
込
み
　
3
月
1
6
日
　
（
月
）
　
ま
で
に

お
亀
詣
で
と
う
そ
。
℡
　
（
2
0
1
）

5
6
6
6
　
（
難
病
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
一



4月1日から遠賀町手数料条例が

次のとおり改正となります
◇住民票の写し

◇身分に関する証明

◇戸籍の附票の謄抄本

◇印鑑登録証明書

◇土地に関する証明

◇家屋に関する証明

◇租税および公課に関する証明

◇その他の事項に関する証明

◇公簿、地籍図等の写しの交付

地籍図　500分の1

1通につき300円

1通につき300TIJ

l通につき300円

1適につき300日

1通につき300円

1通につき300rrJ

l適につき300円

1通につき300Ili

l笹または

1枚につき300日

地籍集成図1．000分の1、2．500分の1

1枚につき800iリ

地形図　2．500分の1　　　　　　　1枚につき800rrj

5．000分の1　　　　　　　1枚につき400円

その他　　　　　　　　　　　　　　1枚につき300円

◇公簿、図面等の閲覧は、それぞれ1人1回（次に定め

る件数等による）につき300円

住民票の1回とは、1時帯

土地課税台帳の1回とは、10筆まで

家屋課税台帳の1回とは、1所有者

地籍図の1回とは、5枚まで

その他の公募、図面等の1回とは、町長が別に定める

ものを除き、1時間まで

●問い合わせ　税務課、住民課（住民係）

「ヽ

固定資産課税台帳の
縦覧を行Llます

（税務課固定資産税係）
地方税法の規定により、、直覚10年蘭舌i定番

I続果税台帳の縦覧を行います「自分の土地や

家屋の課税台張を確かめましょう。勘に昨

年、家の新築・増築、i地の売買なと固定質

産に異動があった人は、ぜひご覧ください

所有者以外の人が縦覧する場合は、委付状が

必要で寸言臨部こよる価格なとの問い合わせ

はできません（，

●縦覧期間　4月Iilから20日まで（上II

雌Ilを除く）

●縦覧時間　宮前8時30分から’五後5iiはで

●縦覧場所　役場税務課固定質旅枕係窓iI

※一宮或10年度固定質疑税の納付席は5用中旬

に発達し、第・期の納期iI則ま5月31Hです

広報おんかでは、4月10日号で

春のサークル会員募集記事の掲載

を予定しています。希望されるサ
ークルは、次の内容を用紙に記入

して3月20日（金）までに役場企

画調整係へ申し込みください。

S内　容○

サークルの名称

紹介文（60字以内で）

練習日と時間

練習場所

対象者

費用（会費は年会費か月会費

か、入会金の要不要など）

申込先（住所．氏名、電話番号）

サークルのジャンルは問いません

が、営利を目的とする教室などの

掲載はお断りします。

○問い合わせ○

企画課企画調整係へ

水
あ
る
む
春
、
自
然
の
中
で
　
度
カ

ヌ
ー
に
来
っ
て
み
ま
せ
ん
か
ノ

●
と
き
　
3
月
1
4
・
2
1
・
2
8
日
　
（
上
）

午
後
2
時
3
0
分
－
4
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
内

水
辺
の
広
場
　
（
パ
テ
ィ
パ
ノ
ト
コ
ル

7
甥
の
櫛
）

●
対
象
　
小
雪
4
年
生
－
6
年
生
と
そ

の
保
護
者
　
（
定
員
一
．
～
人
）

●
持
参
品
　
帽
子
、
タ
オ
ル
、
ぬ
れ
で

も
い
い
服
装

●
参
加
料
一
人
有
用
　
（
保
険
料
等
）

●
主
催
　
教
育
委
員
会

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

3
月
1
3
日
　
（
金
）
　
ま
で
に
、
コ
ミ
ユ

一
二
T
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
内
社
会
教
育
課

体
育
振
興
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
ま
た
は

学
年
・
彊
話
番
号
）
　
電
話
可

℡
　
（
2
9
3
）
　
6
5
2
5

国
闇
開
口

カ
ヌ
ー
教
室
を

開
催
し
ま
す
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遠
賀
の
む
か
し

ぼ
な
し
（
十
諭
）

お
き
よ
地
蔵
（
尾
崎
）

今
か
ら
二
百
年
以
上
前
の
寛
政
六
年

の
こ
と
で
す
。
遠
賀
地
方
は
、
近
年
に

な
い
日
照
り
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

前
の
年
は
大
水
害
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
い
な
こ
の
大
発
生
や
稲
の

病
気
な
と
で
稲
作
は
、
ほ
と
ん
ど
全
滅

に
近
い
状
態
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
領
主
様
へ
の
上
納
米
は
、

例
年
通
り
取
り
た
て
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
百
姓
さ
ん
達
の
暮
ち
し
は
苦
し
さ
を

増
す
ば
か
り
で
す
。

そ
の
頃
は
、
遠
粥
川
の
洪
水
な
と
や
、

治
水
が
悪
い
こ
と
な
と
で
、
島
門
や
浅

木
地
方
で
は
三
年
に
一
度
位
し
か
収
穫

で
き
な
い
よ
う
な
あ
り
さ
ま
で
し
た
。

そ
の
上
に
、
色
々
な
決
め
事
が
あ
り
ま

し
た
。
た
と
え
は
、
雨
の
日
は
蓬
何
枚
、

夜
な
べ
で
縄
何
語
作
る
こ
と
　
（
一
幕
は

両
手
を
左
右
に
の
ば
し
た
長
さ
）
と
か
、

こ
れ
に
従
わ
な
い
人
に
は
、
さ
び
し
い

お
仕
置
き
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
る
村
で
は
、
庄
屋
以
下
の
人
が
み

ん
な
夜
逃
げ
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た。
そ
ん
な
状
態
で
も
村
役
人
に
訴
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
殿
様

に
直
訴
す
れ
ば
、
打
ち
首
に
さ
れ
る
と

い
う
時
代
で
し
た
。

尾
崎
村
の
庄
尾
徳
七
に
は
、
お
き
よ

さ
ん
と
い
う
母
親
が
い
ま
し
た
。
お
き

よ
さ
ん
は
、
大
変
し
っ
か
り
し
た
人
で
、

近
く
の
粒
々
の
う
め
き
や
お
百
姓
さ
ん

の
暮
ら
し
の
苦
し
さ
を
見
る
に
忍
び

ず
、
何
か
よ
い
考
え
は
な
い
も
の
か
と
、

思
案
を
重
ね
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

た
ま
た
ま
藩
主
の
黒
田
の
お
殿
様
が
遠

賀
の
地
を
通
ら
れ
る
の
を
知
り
、
あ
る

決
心
を
し
ま
し
た
。

そ
の
日
は
、
数
日
前
か
ら
の
も
ど
り

寒
で
、
道
は
凍
り
つ
き
冷
た
い
風
が
海

の
方
か
ら
吹
き
つ
け
て
く
る
大
変
寒
い

R
で
し
た
。
長
井
原
附
迫
を
え
ら
ん
で
、

お
き
よ
さ
ん
は
道
の
端
に
座
り
込
み
、

お
殿
様
の
通
ら
れ
る
の
を
じ
っ
と
待
っ

て
お
り
ま
し
た
。
寒
さ
は
一
段
と
さ
び

し
さ
を
増
し
、
時
々
、
風
に
混
じ
っ
て

白
い
雪
も
吹
き
つ
け
眼
の
前
を
暗
く
す

る
よ
う
で
し
た
。
や
が
て
芦
屋
の
方
か

ら
お
殿
様
の
行
列
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た。
お
き
よ
さ
ん
は
、
「
お
願
い
で
す
。

お
願
い
で
す
。
お
殿
様
に
お
願
い
し
ま

す
。
何
と
ぞ
こ
れ
を
お
読
み
く
だ
さ

い
。
」
と
、
一
迫
の
訴
状
を
手
に
、
お

殿
様
の
お
か
こ
に
向
か
っ
て
飛
び
出
し

て
い
き
ま
し
た
。
驚
い
た
家
来
た
ち
は
、

た
ち
ま
ち
訴
人
の
お
き
よ
さ
ん
を
捕
ら

え
ま
し
た
。

お
殿
様
は
、
．
身
を
投
げ
出
し
て
死

を
覚
悟
し
た
老
母
の
心
中
を
恐
い
、
直

訴
の
内
容
を
調
香
す
る
よ
う
に
命
じ
ま

し
た
。
と
は
い
え
、
刑
を
ま
ぬ
が
れ
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
も
と
よ
り
刑

は
承
知
の
お
き
よ
さ
ん
で
し
た
か
ら
、

動
じ
る
こ
と
も
な
く
落
ち
着
い
て
刑
に

服
し
た
と
い
、
つ
こ
と
で
す
。
で
も
当
時

は
村
人
た
ち
の
犠
牲
に
な
っ
て
刑
を
受

け
た
お
き
よ
さ
ん
の
お
弔
い
を
す
る
こ

と
も
、
お
堂
を
作
る
こ
と
も
許
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

時
は
う
つ
り
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら

村
人
達
は
相
談
し
て
、
屋
敷
の
中
に
地

蔵
菩
薩
さ
ま
の
像
を
建
て
、
お
き
よ
さ

ん
の
盟
を
慰
め
弔
い
を
し
ま
し
た
。

以
来
、
毎
年
8
月
2
3
日
の
地
殻
徳
に

は
近
く
の
村
々
か
ら
大
勢
の
人
達
が
出

て
、
お
地
蔵
さ
ま
の
面
で
盆
踊
り
を
し
、

お
き
よ
さ
ん
の
供
養
を
続
け
、
感
謝
の

心
を
表
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

自
書
語
頭
÷
｝

田
園
四
国

大
学
や
就
職
、
退
職
、
転
勤
な
ど
あ

わ
た
た
し
い
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
あ
わ
た
だ
し
さ
の
険
に
は
、

別
れ
や
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
家
族
と

離
れ
離
れ
に
な
る
人
、
長
年
勤
め
た
職

場
を
後
に
す
る
人
な
ど
、
そ
の
胸
中
は

他
人
に
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
場
所
で

の
新
た
な
出
会
い
も
待
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
周
囲
の
環
凝
ま
で

も
変
え
て
し
ま
、
つ
こ
の
時
期
、
複
雑
な

思
い
で
い
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
出
会
い
と
別
れ
の
こ
の
季

節
が
私
は
大
好
き
で
す
。


